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一
︑
は
じ
め
に

明
治
大
学
中
央
図
書
館
に
は
毛
利
家
旧
蔵
本
と
い
う
萩
藩
毛
利

家
の
蔵
書
群
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
執
筆
者
は
二
〇
一
九
年
よ
り

毛
利
家
旧
蔵
本
の
調
査
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
︒
今
回
は
﹃
御

詠
草
﹄︵
資
料
番
号
：
911.15/66//H
︑
書
名
は
明
治
大
学
図
書
館

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
︶
を
紹
介
し
た
い
︒
な
お
︑
当
該
本
を
以
下
︑

明
大
本
と
略
称
す
る
︒

明
大
本
﹃
御
詠
草
﹄
は
毛
利
元
就
(一
四
九
七
～
一
五
七
一
)の

和
歌
と
連
歌
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
り
︑
書
誌
は
次
の
通
り
と
な

る
︒

江
戸
時
代
初
期
頃
の
写
か
︒
袋
綴
一
冊
︒
青
無
地
厚
紙
・
梅

浮
き
出
し
表
紙
︑
縦
二
九
・
一
糎
︑
横
二
九
・
一
糎
︑
外
題

﹁
御
詠
草

全
﹂
︑
題
簽
左
肩
︑
雲
英
蒔
︑
縦
一
八
・
五
糎
︑

横
三
・
五
糎
︑
内
題
﹁
御
詠
草
﹂﹁
連
歌
﹂﹁
発
句
﹂︑
墨
付
三

六
丁
︑
毎
半
葉
八
行
︑
和
歌
一
行
書
き
︑
連
歌
二
行
書
き
︑

奥
書
な
し
︒
表
紙
に
﹁
公
爵
毛
利
家
文
庫
／
個
人
歌
集
／
114

／
冊
数
２
﹂
の
ラ
ベ
ル
あ
り
︒

明
大
本
の
大
き
な
特
徴
は
︑
①
奥
書
が
な
い
こ
と
︑
②
歌
数
が
﹃
連

歌
大
観
﹄
所
収
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹃
詠
草
﹄︵
写
本
︑
五
〇
一
函

三
〇
〇
号
︑
以
下
︑
書
陵
部
本
と
略
称
し
︑
歌
番
号
は
﹃
連
歌
大
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観
﹄
に
よ
る
︶
の
二
〇
三
首
と
比
較
す
る
と
少
な
く
︑
和
歌
二
首

︵
68
・
70
︶︑
連
歌
二
句
︵
80
・
81
︶︑
42
歌
・
78
・
79
句
の
評
︑
51

歌
の
詞
書
︑
112
・
113
句
の
評
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
な

お
︑﹁
紹
巴
在
判
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
当
該
本
は
転
写
本
で
あ
る
︒

本
稿
で
は
︑
明
大
本
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
︑
毛
利
元
就
の
詠

草
連
歌
と
称
さ
れ
る
諸
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

二
︑
毛
利
元
就
の
詠
草
連
歌
と
先
行
研
究

さ
て
︑
本
節
で
は
毛
利
元
就
の
詠
草
と
連
歌
に
つ
い
て
︑
先
行

研
究
お
よ
び
成
立
過
程
を
確
認
し
て
い
き
た
い
︒

ま
ず
︑
毛
利
元
就
の
詠
草
連
歌
の
書
名
は
一
定
し
て
い
な
い
︒

主
要
な
伝
本
の
一
つ
に
模
刻
本
も
存
し
て
お
り
︑
こ
れ
に
つ
い
て

は
井
上
宗
雄
氏
に
よ
る
﹃
春
霞
集
﹄︵
以
下
︑
模
刻
本
と
略
称
す
る
︶

の
紹
介
が
嚆
矢
と
な
る
１

︒
こ
の
ほ
か
﹃
大
江
元
就
詠
草
﹄﹃
大
江

元
就
公
独
詠
集
﹄﹃
大
江
元
就
集
﹄﹃
大
江
元
就
連
歌
﹄﹃
贈
従
三
位

元
就
卿
詠
草
﹄﹃
陸
奥
守
大
江
元
就
朝
臣
詠
草
﹄﹃
毛
利
元
就
御
詠

草
﹄
﹃
元
就
詠
草
﹄﹃
元
就
句
集
﹄
な
ど
︑
書
名
が
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
︒
加
え
て
明
治
大
学
中
央
図
書
館
に
は
模
刻
本﹃
春
霞
集
﹄

︵
資
料
番
号
：
911.149/28/D
/H
︶
と
︑﹃
洞
春
公
御
詠
草
﹄︵
写

本
︑
資
料
番
号
：
911.149/15//H
︶
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

併
せ
て
附
言
し
て
お
く
︒

ま
た
書
陵
部
本
に
は
和
歌
七
三
首
︑
和
歌
の
跋
に
三
条
西
実
澄

の
詠
歌
二
首
が
記
載
さ
れ
︑
連
歌
九
八
句
︑
発
句
三
〇
句
が
収
め

ら
れ
て
お
り
︑こ
の
歌
数
な
ら
び
に
句
数
の
本
が
多
数
を
占
め
る
︒

次
に
本
文
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
︒
先
行
研
究
を
閲
す
る

と
︑﹃
私
家
集
大
成
解
題
﹄
に
お
い
て
大
島
貴
子
・
福
田
百
合
子
氏

は
第
一
類
～
三
類
に
分
類
し
て
い
る
︒
以
下
こ
の
分
類
を
も
と
に

考
察
を
加
え
て
い
く
︒

第
一
類

元
亀
三
年
奥
書
本

第
二
類

天
正
奥
書
本

第
三
類

実
澄
ら
の
略
歴
を
加
筆
し
た
本

そ
し
て
熊
本
守
雄
氏
は
元
就
の
詠
草
連
歌
に
関
す
る
①
～
④
の

資
料
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
２

︒

①

紹
巴
自
筆
本
﹃
毛
利
元
就
句
集
﹄︵
毛
利
博
物
館
所
蔵
：
資
料

番
号
二
︱
甲
︱
一
二
五
︶

②

道
澄
自
筆
・
元
亀
三
年
六
月
奥
書
本
﹃
毛
利
元
就
詠
草
連
歌
﹄

︵
毛
利
博
物
館
所
蔵
：
資
料
番
号
二
︱
甲
︱
一
三
︶
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③

道
澄
自
筆
・
天
正
二
年
三
月
奥
書
本
﹃
毛
利
元
就
詠
草
連
歌
﹄

︵
長
府
博
物
館
所
蔵
：
資
料
番
号

元
就
一
八
︱
一
３

︶

④

元
就
自
筆
本
﹃
毛
利
元
就
詠
草
﹄︵
毛
利
博
物
館
所
蔵
：
資
料

番
号
二
︱
乙
︱
一
四
三
４

︶

熊
本
氏
に
よ
る
と
︑
道
澄
自
筆
本
は
数
種
類
存
在
し
て
い
る
と
い

う
︒
①
は
連
歌
の
部
分
の
み
︑
②
・
③
は
連
歌
と
和
歌
を
合
綴
し

た
も
の
︑
④
は
孤
本
で
元
就
自
筆
の
草
稿
本
と
い
う
︒
さ
ら
に
熊

本
氏
は
︑
一
類
本
の
祖
本
を
②
︑
二
類
本
の
祖
本
を
③
と
認
定
し

て
い
る
５

︒

さ
ら
に
︑
熊
本
氏
は
︑﹃
御
詠
草
一
事
﹄︵
山
口
県
文
書
館
蔵
毛

利
家
文
庫
・
15
文
︱
武
・
１
６

︶
の
記
述
か
ら
︑
元
就
の
詠
草
連
歌

が
﹁
御
宝
蔵
の
御
物
以
外
に
︑
諸
家
に
蔵
さ
れ
て
い
た
元
就
筆
の

懐
紙
・
短
冊
・
軸
物
・
掛
物
等
を
参
酌
し
て
編
輯
さ
れ
て
い
っ
た

も
の
で
あ
る
﹂
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
︒

こ
れ
ら
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
︑
久
保
木
秀
夫
氏
は
道
澄
自
筆
と

み
ら
れ
る
断
簡
を
検
討
し
︑
道
澄
が
元
就
の
詠
草
連
歌
を
最
終
的

に
一
冊
に
ま
と
め
︑
そ
の
成
立
に
深
く
か
か
わ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
論
じ
た
︒
そ
し
て
第
一
類
本
に
属
す
る
②
の
道
澄
自
筆
・
元

亀
三
年
六
月
奥
書
本
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
上
で
︑
こ
れ
を
補
い

う
る
本
文
を
模
刻
本
が
有
す
る
と
も
述
べ
て
お
り
︑
首
肯
さ
れ

る
７

︒
久
保
木
氏
の
論
は
︑
模
刻
本
の
頭
注
に
示
さ
れ
た
﹁
三
条

亜
相
手
書
本
﹂﹁
紹
巴
本
﹂
の
本
文
か
ら
︑
現
在
は
散
逸
し
た
﹁
三

条
亜
相
手
書
本
﹂
す
な
わ
ち
﹁
実
澄
本
﹂
を
復
原
し
た
こ
と
︑
第

一
類
本
お
よ
び
第
二
類
本
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
お
い
て

も
注
目
さ
れ
る
︒

以
上
が
先
学
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
事
項
で
あ
る
が
︑
明

大
本
は
未
だ
調
査
研
究
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒

三
︑
第
四
類
本
と
し
て
の
明
大
本

先
述
し
た
通
り
︑
明
大
本
に
は
奥
書
が
な
い
︒
そ
し
て
和
歌
と

連
歌
や
評
の
欠
落
が
見
ら
れ
る
︒
そ
の
た
め
︑
第
二
節
で
掲
出
し

た
第
一
～
三
類
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
︒
和

歌
︑
連
歌
︑
発
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
他
本
と
共
通
す

る
が
︑
明
大
本
は
第
四
類
本
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
︒

で
は
︑
次
に
欠
落
し
て
い
る
主
な
箇
所
を
挙
げ
る
︒
本
文
と
歌

番
号
は
﹃
連
歌
大
観
﹄
の
書
陵
部
本
︵
第
二
類
本
︶
に
よ
る
︒

︽
和
歌
︾

42
評
⁝
暮
を
契
れ
る
花
は
さ
く
ゆ
へ
に
春
の
過
る
う
ら
み
ふ
か
ゝ
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る
へ
し

51
詞
⁝
常
栄
寺
に
て
詩
歌
会
侍
り
し
に
︑
郭
公
幽
と
い
ふ
こ
と
を

68
歌
⁝
つ
ゝ
み
て
も
か
ひ
や
な
か
ら
ん
袖
の
上
の
涙
は
月
の
や
と

る
斗
に

70
歌
⁝
祈
つ
ゝ
猶
年
こ
と
に
ひ
く
注
連
の
な
か
き
齢
は
神
の
ま

に
〳
〵

︽
連
歌
︾

78
・
79
評
⁝
岩
ま
の
水
の
お
つ
る
を
み
て
菅
の
ね
の
色
も
ひ
と
し

さ
に
と
く
ら
し
と
︑
こ
ま
や
か
な
る
心
哉

80
・
81
句
⁝ふ

る
さ
と
の
か
た
に
し
い
ま
や
い
そ
く
ら
ん

た
か
ね
の
雲
に
か
へ
る
か
り
か
ね

112
・
113
評
⁝
ほ
と
は
雲
井
の
中
を
鴈
に
こ
と
つ
て
や
ら
ん
は
︑
ま

こ
と
に
と
け
か
た
か
ら
ん
か
も

な
お
︑
42
歌
︑
112
・
113
句
評
の
欠
落
は
模
刻
本
︵
第
一
類
本
︶

に
も
み
ら
れ
る
︒
し
か
し
模
刻
本
は
和
歌
の
序
の
二
〇
行
に
お
よ

ぶ
脱
落
を
﹁
三
条
亜
相
手
書
本
﹂
に
よ
っ
て
補
っ
た
と
頭
注
に
記

し
て
い
る
︒
明
大
本
に
該
当
箇
所
が
存
し
て
い
る
の
で
︑
模
刻
本

の
祖
本
と
同
一
の
類
で
は
な
い
よ
う
だ
︒

ま
た
︑
紹
巴
の
跋
文
に
も
僅
か
な
が
ら
独
自
異
文
が
み
ら
れ
る
︒

明
大
本

文
を
撰
む
を
専
ら
せ
ん
と
す
る
人
を
い
さ
め
ん
便

り
に

模
刻
本

文
を
捨
て
武
を
も
つ
は
ら
と
す
る
人
を
い
さ
め
む

た
よ
り
に

書
陵
部
本

文
を
す
て
ゝ
武
を
も
つ
は
ら
と
す
る
人
を
い
さ
め

ん
た
よ
り
に

右
の
異
同
は
文
意
に
関
わ
る
︒
明
大
本
は
﹁
文
事
に
の
み
関
心
を

持
つ
人
を
忠
告
す
る
契
機
に
﹂
︑
の
意
で
あ
ろ
う
し
︑
書
陵
部
本
や

模
刻
本
は
﹁
文
事
を
捨
て
て
武
芸
の
み
行
う
人
に
忠
告
す
る
契
機

に
﹂
と
解
せ
よ
う
︒
文
事
に
の
み
関
心
の
あ
る
人
︑
文
事
を
捨
て

て
武
芸
に
の
み
関
心
の
あ
る
人
と
で
は
︑
内
容
が
全
く
異
な
っ
て

し
ま
う
︒

紙
幅
の
都
合
上
︑
す
べ
て
の
異
同
は
掲
出
で
き
な
い
が
︑
明
大

本
は
他
本
と
は
異
な
る
類
に
属
す
る
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒

四
︑
お
わ
り
に

明
大
本
は
︑
第
一
類
本
か
ら
第
三
類
本
と
比
較
す
る
と
︑
奥
書
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が
な
く
欠
落
や
異
同
を
も
有
す
る
一
本
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
構
成

は
他
本
と
同
じ
で
あ
る
の
で
︑
明
大
本
の
祖
本
の
成
立
は
同
一
の

過
程
を
経
て
い
る
と
み
ら
れ
︑
お
そ
ら
く
道
澄
が
関
わ
っ
て
い
よ

う
︒
で
は
︑
な
ぜ
奥
書
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
︒

久
保
木
氏
の
論
を
ふ
ま
え
て
８

︑
道
澄
が
元
亀
三
年
︵
一
五
七

二
︶
四
月
に
﹁
実
澄
本
﹂
と
﹁
紹
巴
本
﹂
を
纏
め
た
と
仮
定
す
れ

ば
︑
そ
の
際
の
草
稿
が
明
大
本
の
祖
本
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
︒
手
控
え
だ
か
ら
こ
そ
︑
欠
落
や
独
自
異
文
が
存

在
す
る
の
で
は
な
い
か
︒
第
一
類
本
と
共
通
す
る
欠
落
部
分
を
考

慮
す
る
と
︑
道
澄
が
元
亀
三
年
奥
書
本
を
一
冊
本
に
ま
と
め
る
際

の
草
稿
が
明
大
本
の
祖
本
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
の
で
あ

る
︒明

大
本
は
新
出
の
第
四
類
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
︑
草
稿
的
な
性

格
と
推
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
︑
ひ
と
ま
ず
擱
筆
し
た
い
︒

１

井
上
宗
雄
氏
﹃
中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
後
期

改
訂
新
版
﹄
明

治
書
院
︑
一
九
八
七
年
︒
五
八
四
～
五
八
八
頁
参
照
︒

２

熊
本
守
雄
氏
﹁﹃
毛
利
元
就
詠
草
連
歌
﹄
と
里
村
紹
巴
の
こ
と
な
ど
︱

防
府
毛
利
報
公
会
博
物
館
蔵
本
解
題
︱
﹂﹃
山
口
女
子
大
國
文
﹄
第
一
二

号
︑
一
九
九
三
年
三
月
参
照
︒

３

熊
本
守
雄
氏
﹃
翻
刻

長
府
毛
利
家
旧
蔵
本
﹃
贈
従
三
位
元
就
詠
草
﹄

︱
天
正
二
年
道
澄
筆
本
の
原
型
本
﹂﹃
山
口
女
子
大
國
文
﹄
第
一
〇
号
︑

一
九
八
八
年
一
二
月
参
照
︒

４

熊
本
守
雄
氏
﹁
翻
刻

毛
利
元
就
自
筆
本
﹃
毛
利
元
就
詠
草
﹄
︱
防
府

毛
利
報
公
会
博
物
館
蔵
︵
二
︱
乙
︱
一
四
三
︶
本
︱
﹂﹃
山
口
女
子
大
國

文
﹄
第
一
一
号
︑
一
九
九
二
年
三
月
参
照
︒

５

注
２
︑
３
参
照
︒

６

執
筆
者
は
未
見
︒﹃
御
詠
草
一
事
﹄
に
関
す
る
内
容
は
熊
本
氏
の
論
考

に
よ
る
︒
注
２
参
照
︒

７

久
保
木
秀
夫
氏
﹁
﹃
元
就
卿
詠
草
﹄
考
︱
伝
道
澄
筆
の
断
簡
一
葉
か
ら

︱
﹂﹃
調
査
研
究
報
告
﹄
第
二
〇
号
︑
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
︑

一
九
九
九
年
参
照
︒

８

注
７
参
照
︒

︵
な
か
む
ら
・
な
り
／
明
治
大
学
商
学
部
専
任
講
師
︶
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第四類本としての新出資料、毛利元就『御詠草』


